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１．はじめに 

国土交通省では、CALS/ECの取り組みとして、調査、

設計、施工、維持管理に渡る3次元データの流通と利

活用について検討している。 

本稿では、橋梁分野において、設計から施工、維

持管理に3次元データを流通させ、業務を効率化する

取り組みについて紹介する。 

２．コントロールポイント  

 現状の橋梁設計図では、施工で必要となる座標値

が記載されておらず、施工段階で座標値を再計算す

ることも多く、設置位置や上部工と下部工の取り合

いに関するミスや不整合のリスクが高い。 

 また、維持管理においても、形状寸法の出来高値

のみで構造物の変形等を管理するのは難しい。 

 そこで、設計から施工、維持管理に流通させる位

置座標（コントロールポイント）として、施工ミス

の防止等を目的とした構造物の設置位置や取り合い

を示す点（構造物設置基準点）、構造物の変位やね

じれを把握するために監視する点（監視基準点）を

設定するものとし、その内容を具体化した（図 1）。 

 

図１ コントロールポイントの例 

３．データの流通 

設計から施工に引き渡す3次元設計データとして、

構造物設置基準点の3次元座標を座標図に記載する

ものとした。また、維持管理へ流通させるために、

設計から引き渡された座標図に監視基準点の測量結

果を追記し、工事完成図として電子納品するものと

した。これにより、施工者は、設計図から容易に監

視基準点のデータを作成でき、道路管理者も工事完

成図として長期保管できるメリットがある。 

４．スケルトンモデルの利用 

 

図２ 震災前後のスケルトンモデル比較 

 スケルトンモデルとは、コントロールポイントを

線で結んだ3次元モデルである。平成22年度に設置し

た圏央道平蔵川IC橋（千葉国道事務所）の監視基準

点を再測量し、スケルトンモデルを作成して、その

実用性を検証した。図 2 に示すように、地震前後の

監視基準点から作成したモデルを比較することで、

「橋梁全体が、南東に17cm程度移動、5～12cm程度沈

下した。」、「各橋台・橋脚の相対的な変位はほぼ

無く、橋台・橋脚の倒れ、ねじれ等の変状も見られ

ない。」など橋梁の状態を容易に把握できた。 

今後、標準的な3次元データ（コントロールポイン

ト、外形形状）の流通と導入および3次元データを用

いた設計照査に関する試行工事を実施し、その効果

について検証を行う予定である。 

【参考】 

国総研HP「橋梁3次元データ流通に係る運用ガイドライン(案)」 

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/cals2012/guideline/guideline_bridge.pdf 
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１．はじめに 

国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の

適用率は、ほぼ100%の状況である。一方、技術提案・

審査に係る競争参加者・発注者双方の負担の増加、

民間の技術力活用の理念からのかい離、品質確保の

理念からのかい離などの課題も残されており、平成

23年度末に現行方式の改善案が策定された。 

改善案に基づく総合評価落札方式（以下「新方式」

という。）の適用については、今年度、地方整備局

等（北海道・沖縄含む。）で試行し、平成25年度か

ら本格的な導入を図る。国総研では新方式の適正な

運用を促すため、今年度、運用ガイドラインを改定

したので、その概要を紹介する。 

２．運用ガイドラインの構成と概要 

(1) 構 成 

本運用ガイドラインは、大きく、①総合評価落札

方式の導入と改善の経緯、②新方式の実施手順等、

③総合評価落札方式に係わる試行方式の概要、の３

つの柱を軸としており構成骨子（章）を下表に示す。 

表 運用ガイドライン構成骨子 

３つの柱 構成骨子（章）

①総合評価落札方式の導
入と改善の経緯

１．総合評価落札方式の導入と改善の経緯

２．総合評価落札方式の実施手順

３．総合評価の方法

４．総合評価落札方式の結果の公表

５．総合評価方式落札方式の評価内容の担保

③総合評価落札方式に係わる
試行方式の概要

６．総合評価落札方式の試行等

②新方式の実施手順等

 

(2) 概 要 

①総合評価落札方式の導入と改善の経緯 

 第1章では、今回の見直しにおける改善の方針や高

知県内の入札談合事案に対する対応方針を示した。

以下に改善方針の大きな柱である総合評価タイプの

二極化の考えを下図に示す。 

Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅱ型 Ⅰ型

Ⅱ型 Ｓ型 ＡⅢ型 ＡⅡ型 ＡⅠ型

現行方式

標準型 高度技術提案型

Ⅰ型

Ⅰ型

簡易型

二　極　化

施工能力を評価する 施工能力に加え、技術提案を求めて評価する

施工能力評価型 技術提案評価型

 

図 総合評価タイプの二極化 

②新方式の実施手順等 

第2章では、「施工能力評価型」と「技術提案評価

型」について、段階選抜方式（試行）・配置予定技

術者ヒアリングを踏まえた手続きフロー、競争参加

資格要件と総合評価における設定項目の分類、技術

提案評価型Ａ型における技術提案の評価方法など基

本的な実施手順を示した。第3章～第5章では、評価

値や技術評価点の算出方法、評価・落札結果に関す

る公表方法、技術提案履行の確保に関する特記仕様

書への記載方法など基本的な考え方を示した。 

③総合評価落札方式に係わる試行方式の概要 

 第6章では、総合評価落札方式で試行している「段

階選抜方式」などについて、対象工事や評価項目な

ど基本的な考え方を示した。 

 

【参考・関連するＷＥＢサイトのＵＲＬ】 

詳細は、下記ＵＲＬより建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ技術研究室のＨＰを

ご覧頂きたい。 

http://www.nilim.go.jp/lab/peg/index.htm 
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